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LMFと抗がん剤の併用処理によ
る細胞死誘導効果 
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細胞周期 

M 

G1 

S 

G2 

◆方法 
細胞播種（前培養24時間） 
   ↓ 
サンプル処理（48時間） 
   ↓ 
エタノール固定、RNA分解、
PI染色 
   ↓ 

フローサイトメトリーによる      
細胞周期解析 

G1 

G2/M 

細
胞
数 

DNA量 

Sub-G1 

細胞周期解析によるLMFと抗がん剤の併用効果の検討 

抗がん剤 

5-Fluorouracil (5-FU)・・・代謝拮抗剤 

Carboplatin (CBDCA) ・・・プラチナ製剤 



LMFと5-FUの併用による細胞周期への影響 
がん細胞：HT1080細胞 

Control 5-FU 0.05 5-FU 0.2 

LMF 0.8 5-FU 0.05 
LMF 0.8 

5-FU 0.2 
LMF 0.8 

2.5 3.55 6.17 

9.22 13.5 17.9 

細
胞
数 

DNA量 

Sub-G1 

G1 

G2/M 

LMF 0.8 mg/mL 
5-FU (5-Fluorouracil) 0.05 µg/mL or 0.2 µg/mL 



LMFとCBDCAの併用による細胞周期への影響 
がん細胞：HT1080細胞 

Control CBDCA 5 CBDCA 20 

LMF 0.8 CBDCA 5 
LMF 0.8 

CBDCA 20 
LMF 0.8 

2.5 10.7 20 

9.22 27.2 37.2 

細
胞
数 

DNA量 

Sub-G1 

G1 

G2/M 

LMF 0.8 mg/mL 
CBDCA (Carboplatin) 5 µg/mL or 20 µg/mL 



LMFと5-FUの併用による細胞周期への影響 
正常細胞：TIG-1細胞 

Control 5-FU 0.05 5-FU 0.2 

LMF 0.8 5-FU 0.05 
LMF 0.8 

5-FU 0.2 
LMF 0.8 

3.28 4.33 4.64 

5.68 8.42 8.09 

細
胞
数 

DNA量 

Sub-G1 

G1 

G2/M 

LMF 0.8 mg/mL 
5-FU (5-Fluorouracil) 0.05 µg/mL or 0.2 µg/mL 



LMFとCBDCAの併用による細胞周期への影響 
正常細胞：TIG-1細胞 

Control CBDCA 5 CBDCA 20 

LMF 0.8 CBDCA 5 
LMF 0.8 

CBDCA 20 
LMF 0.8 

3.28 7.06 9.43 

5.68 9.34 11.8 

細
胞
数 

DNA量 

Sub-G1 

G1 

G2/M 

LMF 0.8 mg/mL 
CBDCA (Carboplatin) 5 µg/mL or 20 µg/mL 



まとめ 

• LMFと代謝拮抗剤5-Fluorouracilの併用効果を細胞周期解析で
調べたところ、HT1080細胞では併用によりSub-G1期の細胞数
増加（細胞死の増加）が確認された。TIG-1細胞では併用によ
る顕著な細胞死増加は確認されなかった。 

 

• LMFとプラチナ製剤Carboplatinの併用効果を細胞周期解析で
調べたところ、HT1080細胞では併用によりSub-G1期の細胞数
増加（細胞死の増加）が確認された。TIG-1細胞では併用によ
る顕著な細胞死増加は確認されず、細胞周期のG2/M期の細
胞数の正常化が観察された。 
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